
一54一

夕ｰビダイ吟の講(4)

古海底扇状地堆積物を斬る(成因編)

徳橋秀一(大阪出張所)

ShuichiTOKU亘AsHI

前回清澄層の3次元解析の結果をつまり清澄層

に関する諾資料を5つのユニットに分解して項目別･

種類別に紹介した.これによって清澄層の特徴･全容
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第12図Am98-Ky8ユニットに関する諸資料(A-E)と

堆積様式の復元図(F)

がかたり具体的にされたといえよう.次に清澄層全

体の積成様式とその特徴を明らかにするためにはまず

個々のユニットの堆積様式が明らかにされなけれぱなら

たい.以下ではまず代表的な3つのユニットについ

てそれぞれの特徴を検討しその堆積様式を導いてみ

よう.

6.代表的な3つのユニットの堆積様式の復元

(1)Am98-Ky8ユ=ットの堆積様式

まず清澄層の始まりを示す最下位のAm98-ky8ユ

ニットについて検討してみよう.このユニットの諸資

料を第12図A～Eに示す･このユニットの主な特徴は

5つのユニット中最も層厚変化が大きく特に半島中央

部の南北断面で極端であること(B)最も規模の大きい

含礫砂岩相(岩相･)カミ半島の東部に分布し(A･B)そ

の分布域の基底にはやはり最も規模の大きい谷状の化

石侵食地形が認められること(C)である｡そして

清澄層の代表的な岩相である砂勝ち互層(岩相bグノレｰプ)

カミ半島東部の含礫砂岩相の周囲と半島中央部の南部

(向斜の南翼部;南列)にのみ発達し北部(背斜両翼部;

北列と中列)には分布していたい(A･B)のはこのユ

ニットだけの特徴である.

次に古流向の資料(D･E)について検討してみよう.

含礫砂岩相の分布する半島東部での古流向はほぼ南北

方向でその向きは北→南である.一方砂勝ち互層

カミ厚く分布する半島中央部南部(南列)の古流向はほぼ

東西の榴曲軸方向で東→酉である.つまり含礫砂岩

は北から南へ運ばれ砂勝ち互層中の砂岩は東方から西

方へ運搬されたことになる.す底わち北方から谷状

侵食地形のある半島東部域へ流入してきた混濁流はそ

の地域に含礫砂岩を堆積した後西方へ流れを変え下流獺

域である半島中央南部へ厚いタｰビダイト砂岩を堆積し

た.そしてこのような混濁流がある期間何度もつづい

て起きたために半島東部に厚い含礫砂岩が半島中央

南部に厚い砂勝ち互層か形成されるに至ったと解釈でき

る.

半島東部の含礫砂岩相基底にみられる谷状の化石侵食

地形の形成は含礫砂岩中に多数の大規模た泥岩偽礫

(同時侵食礫)が含まれている(写真15･16)ことからこ�
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写真15多数の泥岩偽礫を伴う含礫砂岩(Am98-Ky8ユ

ニット)

下位の天津層を50m前後削り込んだ谷状侵食地形

の上に発達する･泥岩偽礫にはインブリケｰト

構造カミ観察され右→左(北→南)へ運ばれてき

たことを示す･天津小湊町奥谷東方.

の堆積物の堆積作用と密接に関係していると考えられる.

つまりこの谷地形は下流域へ大量のタｰビダイト砂

岩を運搬し堆積さ世るための混濁流の通路(feede･cha甘

n.1)であり含礫砂岩はそのよう放混濁流の力が少し

弱まってきたときに堆積したチャンネル堆積物であると

考えられる.このことは他のユニットの場合でも含

礫砂岩相の基底には大なり小なり谷状の化石侵食地形

が認められるのに対して砂勝ち互層や他の岩相の基底

には侵食作用がほとんど認められないこと含礫砂岩層

の分布域ではそのユニット中に上方細粒化･上方薄

層化の地層断面カミ観察されチャンネル埋積堆積物とし

て考えやすいことなどからも支持される.

以上A～Eの諾資料からこのユニットの堆積様式を

導いたのカミFである.この図では含礫砂岩(チャン

ネル堆積物)と砂勝ち互層の推定分布域でもってこのユ

ニットの形成様式が描かれている.堆積当時半島中

央北部(背斜部)には既に弱い凸面地形が存在しており

その結果混濁流は背斜構造(凸面地形)カミほぼ消滅して

いる半島東部で南下しそこに谷状の侵食地形を形成し

つつ(既に存在していた古い谷状地形を更に大きくした可能性

も考えられるカミ)その南側の東西に伸びた凹地(向斜部)

へ東から流入しそこに厚い砂勝ち互層を堆積した.

その結果半島中央南部には厚い砂勝ち互層が形成された

のに対して半島中央北部には混濁流カミ流入せず泥

質堆積物のみかうすく堆積するにとどまったと解釈する

のが最も妥当だように考えられる.堆積当時現在の

背斜部に既にある程度の地形的凸部か形成されていたと

推定することはたと完ば小糸川下流(三島ダムとその西

方周辺域)に発達する短軸性背斜部ないし箱型背斜部で

写真!6写真15の拡大写真

大小の泥岩偽礫のまわりにはグラニュｰノレない

しペブル礫が密集している.泥岩偽礫は一般に

角張って板状をしているものが多く大きいもの

では2㎜以上に達する.

は半遠洋性(現地性)堆積物の粒度が粗く堆積速度が

特に小さいことからも支持されよう(第12図A･B及び第

4･5図参照).

半島東部で混濁流の流れか南向きから西向きへ大き

く転換した第一の要因としては南側に隆起帯の存在が

想定される･つまりこの当時清澄層の堆積盆の南縁

を嶺岡隆起帯が縁どっていたことカミ推定される.こ

のことは半遠洋性堆積物中の有孔虫に関する試料から

清澄層の堆積盆の性格として深い内湾性の堆積盆が想

定されていることからも裏付けられているといえる(地

質ニュｰス334号).したがってF図では清澄層の

タｰビダイトの分布域の南限を現在の嶺岡山系よりも

北側鴨川低地を流れる加茂川付近に描いている.こ

のことは他のユニットの場合も同じである.

(2)Ky12-Ky21ユニットの堆積様式

次に清澄層の5つのユニットのうちで中間にあたる

Kyユ2-Ky21ユニットの堆積様式について検討する.

このユニットに関する資料をまとめたのが第13図(A～

E)である.このユニットの主な特徴は半島中央部

全体に拡がる砂勝ち互層(写真17)カミその東西両側で泥

勝ち互層(写真18)に移行するために半島中央部できれ

いなレンズ状を示すこと(A-B)このレンズ状砂勝ち

互層体のほぼ中央北端部にユニット下半部に含礫砂岩

相が分布し(A･B)その基底に小規模ながら谷状侵食

地形が観察されること(C)である.半島中央部の南

北断面ではやはり南に厚く放る傾向はまだ少し残って

いるがAm98-Ky8ユニットのような極端な岩相･層

厚の変化は全くみられたい.�
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次にタｰビダイト砂岩の底痕(ソｰルマｰク)から求

めた古流向によると半島中央部で南方へ扇状に開い

た拡散型の古流向分布を示す(D)･斜交葉理によって

得られた流れの向きもやはりみな南方を示す(E).ま

たDの図で古流向の収れんする位置と含礫砂岩相とそ

の基底の谷状の化石侵食地形の位置がほぼ一致している

ことカミ注目される.

このようなことから含礫砂岩相の観察される半島中

央北端部は混濁流の通過する海底チャンネルの末端部

付近に位置しこのチャンネルを流れてきた混濁流は

この付近で流路を急激に拡大するに至った.
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第13図ky12-Ky21ユニットに関する諾資料(A-E)と

堆積様式の復元図(F)

流速と物質の運搬能力は急速に低下しその周辺に粗粒

な厚いタｰビダイト砂岩を堆積した･粗粒物質を沈積

させた混濁流はさらに下流域へと流れそのまわりに細

粒物質からなるうすいタｰビダイト砂岩を堆積した･

このような過程が何回も繰り返されて半島中央部に含

礫砂岩を一部に伴った砂勝ち互層がそして更に下流域

の半島西部と東部に泥勝ち互層が堆積したと考えられる.

このような堆積様式を含礫砂岩と砂勝ち互層の分布域

で示したのが第13図のFである.

写真17半島中央部の砂勝ち互層(Ky12-Ky21ユニット)

清澄層の代表的な砂勝ち互層である.鴨川有料道

路(香木原).

写真18半島東海岸の泥勝ち互層(Ky12-Ky21ユニット)

砂岩層かうすくなっているために多くの凝灰岩層が

圧縮して観察される.写真17と全く同じ層準であ

る.鵜原海岸.�
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(3)Ky21-An1ユニットの堆積様式

最後に清澄層最上位のユニットの堆積様式を検討し

てみよう･このユニットの資料を第14図A～Eに示す.

このユニットの主な特徴は半島中央部で北方に厚くな

ること(B)半島中央部のみならず半島東部でも砂勝ち

互層カミ分布すること(A)下位のユニットではみられ狂

いより大きな古期岩礫を含み結晶片岩礫を含まない第2

グルｰプの礫が半島中央部の西半域に見出されること

(C･D)である.

礫について検討するとD図でd地点で観察される礫

は礫の大きさ･組成からいって下位のユニットに出
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第14図Ky26-An1ユニットに関する諺資料(A-E)と

堆積様式の復元図(F)

現する礫のグルｰプ(第1グルｰプの礫)と全く同じであ

る(第2表参照).これに対してd地点以外のより西

側の地点(a～C)に出てくる礫は下位のユニットに出

てくる礫のグルｰプとは異なるグノレｰプの礫でこれを

第2グルｰプの礫と名づけている.なぜならこれら

の礫は第1グルｰプの礫に比べて一回り大きくかつ

組成上結晶片岩礫を含んでいないからである(D).し

かしこの第2グルｰプの礫も結晶片岩礫を除いた他の

組成はその種類･割合ともにほぼ第1グルｰプの礫と

同じであり古流向の向きも礫と共存する泥岩偽礫密

集体のインブリケｰト構造からやはり北→南である

��

このようたことから第1グルｰプの礫をもたらした

チャンネルは更に北方に後退して半島の中央部や東部

写真19砂勝ち互層にはさまれて見出される泥岩偽礫密集

ゾｰン(Ky26-An1ユニット)

泥岩偽礫にインブリケｰト構造が観察され右→

左(北→南)へ運ばれたことを示す.小櫃川支流

の笹川河床(第14図Dのa地点)

写真20

泥岩偽礫(写真19)の間を埋める古期岩礫

これらの古期岩礫はコブル礫を含む第2グルｰ

プの礫である.�
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に砂勝ち互層を堆積したが一方この従来のチャンネノレ

の西側に第2グノレｰプの礫をもたらした新しいチャン

ネルが別に形成されその下流域には砂勝ち互層が形成

された.すなわちこのユニットでは2つのチャンネ

ルからもたらされた堆積物が合体していると考えられる.

このことは第2グルｰプの礫がD図のaや｡の地点で
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はKy26-An1ユニットの基底ではなく途中の砂勝

ち互層中に割って入ってきていることからも支持されて

いると思われる(写真19･20).このようなKy26-An1

ユニットの堆積様式を示したのが第14図のFである.

7･清澄層全体の堆積様式の復元とその特徴

既に5つのユニットのうち3つのユニットについて

堆積様式の復元を行ったカミ残りの2つのユニットの堆

積様式についても同様な方法で復元が可能である.

このようにして5つのユニットの堆積様式の復元を行い

ユニットの順に積み重ねたのが第15図である.

これら各ユニットの堆積様式の復元にあたっては次

の2つの事柄が重要匁前提になっているといえる.

㈹含礫砂岩(岩相a)は混濁流の通路となった

チャンネルの堆積物であるということ

(B)最上位の第2グノレｰプの礫をもたらしたチャンネ

ル以外のチャンネルはすべてみな同じ出口から由来

していること

の2点である.このうちAの前提については既に何

度か触れているカミここでもう一度その根拠について整

理すると次のようになる.

1)含礫砂岩相の分布域ではその基底に谷状の侵食地

形が認められる.

2)含礫砂岩相の下流域には砂勝ち互層が厚くそして

広い範囲にわたって堆積しているカミこの砂勝ち互層

の分布域での基底の侵食量はほとんどないかあっても

ごくわずかである.すなわち砂勝ち互層は堆積の

最も盛ん放申心でありその上流部に含礫砂岩相カミ位

置している.

3)含礫砂岩相の分布域ではユニットを通して上方

薄層化･上方細粒化の地層断面傾向カミ認められチャ

ンネルの埋積堆積物として考えやすい.

����
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第15図清澄層各ユニットの堆積様式の復元図

次にBの前提であるがそれについては次のような根

拠を指摘することができる.

1)主に含礫砂岩中に含まれる各ユニットの礫の組成･

大きさがともに非常によく似ている.

2)ユニットが変わり含礫砂岩相の分布域が変わると

前のユニットの含礫砂岩相の分布域にその名残りは全

く認められずユニット毎の含礫砂岩相の分布位置の

移動が完全である.

3)谷状の侵食地形の削り込み量(深さ)よりチャンネ

ル堆積物である含礫砂岩の厚さの方カミ大きくかつ含

礫砂岩にはチャンネル埋積型の上方薄層化･上方紬�
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写真21砂勝ち互層から泥勝ち互層への移り変わり

(Ky12-Ky21ユニット)

手前が砂勝ち互層で向こう側角がKy21

を含む泥勝ち互層.笹川支流(清水東方).

写真22清澄層上部の砂勝ち互層(Ky26-An1ユニット)

あまり傾向のはっきりしない清澄層としては比較的うす

い厚さ2m～1m以下の砂岩層からなる砂勝ち互層が発達

ている.笹川(笹東方)1

粒化の傾向がユニットを通して観察される.

4)このようなことから含礫砂岩相の分布地の移動

すなわちチャンネルの移動は前のチャンネルカミ完全

に埋積された後タｰビダイトの堆積作用が再び活発

化したときに起きているといえる.したがって含

礫砂岩相の分布地の飛躍は混濁流の新たな活発化･

若返り現象に伴うチャンネルの移動の結果でありユ

ニットごとに別の出口が存在したとは考えにくい.

さてこのようにして導き出された第15図によって

清澄層の堆積様式の基本的なパタｰンが浮かび上がる.

清澄層の形成にあたっては半島中央部北方にある出口

から伸びたチャンネルが重要な役割を果たしている.

清澄層の形成に関与した混濁流群は北方の出口を出た

後チャンネルを形成しつつ南へ流れチャンネルの末

端部に至ると流域を急激に拡げてそのまわりに粗粒で

厚いタｰビダイト砂岩を堆積しそして更にその下流域

にはうすくて細粒のタｰビダイト砂岩を堆積した.

混濁流の規模カミアクメを越えるとチャンネルの前進は止

まりチャンネル内では削り込みよりも堆積か支配的と

なり含礫砂岩によってチャンネルが埋積されるように

たる.含礫砂岩の下流域にはやはり厚いタｰビダイト

砂岩カミ形成される.混濁流の力が更に弱くなる頃には

チャンネルの下流部はすっかり埋積されて雲わりや下

流域の堆積物(砂勝ち互層)と余り変わらなくなる一そ

して混濁流の力が非常に小さく弱く狂るとチャンネル

の部位にもそのまわりにも一様に泥勝ち互層ないし泥

岩層カミ形成されることになる.

こうしてもとチャンネルのあったところでは谷状の

侵食地形の上に含礫砂岩で始まり砂勝ち互層を経て泥

勝ち互層ないし泥岩で終わる上方細粒化･上方薄層化の

断面傾向を示す地層が形成される.一方今礫砂岩相

下流域の砂勝ち互層の分布域では初期のチキンネノレ成

長期における混濁流の規模の増大化を反映してユニッ

ト最下部に上方厚層化･上方粗粒化の地層断面の傾向カミ

観察されることがある.その上には厚い砂勝ち互層

を経てうすい泥勝ち互層ないし泥岩層で終わる上方薄層

化･上方細粒化の地層が形成されている(写真21).し

かし砂勝ち互層分布域におけるこのような上方厚層

化･粗粒化を経て上方薄層化･上方細粒化で終わる堆積

サイクルの傾向は含礫砂岩のような粗粒堆積物を伴っ

てい狂いこともあってそれほどはっきり認識されるわ

けではない.現実の地層断面の傾向はより小さい

オｰダｰでの変動を含んでいてかなり複雑である.

混濁流が再び勢いを得てその力が強く狂ると新た

なチャンネルが別のところに形成されまた同じよう狂

堆積現象が繰り返されて新しい堆積サイクル(ユニッ

ト)カミ形成される一清澄層はこのような混濁流の若返

り作用･回春現象(｡ejuVenatiOn)によってチャンネル

の位置を何回か移動させつつ形成されたと考えられる.

清澄層の場合上位のユニットほどチャンネノレの伸び

が北方に後退していることから若返りの力も径ほど弱

くなったことが推定される.先に小池･西川(1955)

は清澄層全体を通して上方薄層化の傾向が認められ

ることを指摘しているがこのことは混濁流の回春力

の減小に伴うチャンネルの段階的後退によって説明する

ことができよう.この回春力の減小は清澄層の上部�
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ほど堆積サイクルカミ不明瞭になっていることにも反映し

ていると考えられる(写真22).

8･清澄層の堆積様式と海底扇状地モデル

さて前項のτで明らかにされた清澄層の堆積様式は

N0RMARK(1970)の提案した海底扇状地成長モデル(地

質ニュｰス336号参照)で述べられている現世海底扇状地の

堆積パタｰンや成長様式と基本的には同じでないだろう

か.それどころか非常によく似ているといえる.つ

まり半島中央北部に想定される出口を大陸斜面を切る

海底谷の出口にそしてそこから伸びるチャンネルを

upperfan上の自然堤防を伴ったfan-va11eyに砂勝

ち互層部をmid-fan上のsuprafanの堆積物にそし

て更に下流域に拡カミる泥勝ち互層や泥岩層を1owerfan

からbasinf1oorの堆積物に対応づけるとN0RMARK

(1970)カミ帰結した現世海底扇状地の成長様式は前項で

展開した清澄層の堆積様式と基本的に同じであることが

指摘される｡すなわち3次元解析によって清澄層が

古海底扇状地堆積物であることを独自に明らかにし得た

のである.そこで堆積物の北側に想定される海底谷

や南側に想定される構造性の隆起帯(嶺岡隆起帯)それ

に現在の清澄背斜部に存在して最下位のAm98-

Ky8ユニット堆積時の混濁流の流れに重大な影響を与

えたと思われる海盆底の凸地形校との必要な地形要素を

加えて清澄層の堆積過程を復元したのが第16図であ

る.もちろん実際の地形はより複雑であつだろうと思

われる.

次に清澄層の堆積様式とNORMARK(1970)の海底

扇状地成長モデルやWALKER&MUTTI(1973)の海底

扇状地岩相提携モデルとをより詳しく比較･検討した場

合にまず気カミつくことは清澄層の砂勝ち互層部(Su･

praf･n)はその拡がりしたかって扇状地面上で占め

る割合が大きく互いに大部分オｰバｰラップしている

ことである.これに対して後者の成長モデルやこれを

基礎にしている岩相提携モデルの場合には扇状地面上

ないしmid-fan上に占めるsuprafanの面積的割合は

小さく互いにオｰバｰラップする部分も少ない.こ

のような違いについてN0RMARK(私信)は閉じられ

た堆積盆の場合にはsuprafanの面積･占める割合が

大きく互いにオｰバｰラップする割合も高くなる傾向

があるとしてCa1iforniaContinenta1Borderlandの

Navy海底扇状地の例を示し(第17図)清澄層も同じよ

う狂ケｰスとして考えられると指摘しているが今後の

一つの検討課題として残しておきたい.しかし興味

のある重要な指摘であると思われる.
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第16図清澄層の堆積過程の復元

9.海底扇状地の準備期と成長期

最初に指摘したように現世海洋地質学的研究成果に

よって提案された海底扇状地成長モデルの一番の弱点は

麗に充分に成長した扇状地上での堆積作用と成長過程を

一般化しているのに過ぎずその内部構造あるいは初期

や中期の堆積過程についてはほとんど触れられていな

いことである.しかし今回の清澄層の3次元解析の

ように古海底扇状地堆積物をいくつかのユニットに区

切り各ユニット毎の堆積様式を復元する方法によると

第15図や第16図のように海底扇状地が形成されていく

過程を段階的に把握することが可能である.

ところで清澄層の堆積過程を検討すると基本的に

2つの段階に分けることができる.第1の段階は最

下位のAm98-Ky8ユニットが形成される段階である.

この第1の段階の堆積作用の特徴は海盆底に存在して

いた凹凸地形に混濁流の流路を規制され結果的に海

盆底を平担化する役割をもっていることである.清澄

層の場合想定される海盆底の凸地形の位置は現在の

清澄背斜の位置と一致することから清澄層の堆積が始

まる以前に現在の榴曲構造の萌芽形態が海盆底に現れ

ていたものと考えられる.この段階では混濁流の流

向は側方流から軸流に変えられタｰビダイトの堆積も�
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第17図CalifomiaContinentalBorder1andのNavyfanとその周辺の海底地形図

N0RMARK勿α1.(1980)原図

海底扇状地の成長とは直接結びつかずトラフ状の細長フリッシュ"とよぶことかできる.

い堆積盆を埋積することとなる･したがってこの第1このような2つの段階の堆積作用の特徴の違いを清

段階を“海底扇状地準備期"とよぶことができる.また澄層の堆積様式を例に図示したのが第18図である.

この段階で形成されたフリッシュを“トラフ埋積型(下

型)フリッシュとよぶことができよう.10.海底扇状地形成条件に関する一考察

一方第2段階は最下位のユニットを除いた上位4つところで海底扇状地の形成過程にこのような2つの

のユニットが形成される段階である･この段階では段階があるとすれば見方を変えれぱこのことはフ

混濁流の流向は基本的に側方流でありタｰビダイトのリッシュの堆積も第1段階を乗り越えなければ海底扇状

堆積は扇状地の形成と直接結びついている.この段階地の形成には結びつかないということを意味している.

を“海底扇状地成長期"とよぶことができる｡そしてこたとえば日本のよう在構造運動の激しい弧状列島周辺

の段階で形成されたフリッシュを“扇状地形成型(F型)の堆積盆の場合には堆積盆底とい乏ども構造運動に

､､･､い
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第18図海底扇状地の準備期と成長期を示す概念図

よる凹凸地形の存在は充分に予想され第1段階に費や

されるタｰビダイトの量はか狂りのものと狂ることカミ見

込まれる.したがってさらにこれを上まわるような

タｰビダイトの供給フリッシュの形成カミあって初めて

海底扇状地の形成にこぎつけることになる.すなわち

清澄層のようにT+F型のフリッシュが形成されるので

ある｡しかし第2段階に至る前にタｰビダイトの供

給が終了してしまった場合にはa11T型のフリッジュカミ

形成されることになる.一方構造運動の影響の少な

い安定地塊のまわりの平担な堆積盆底でフリッシュが形

成される場合には第1段階の下型のフリッシュの形成

はほとんどみられずフリッシュ形成のごく初期の段階

から扇状地の形成カミ始まりa11F型のフリッシュが形

成されることになる.

このように堆積盆底に扇状地が形成されるか否かは

構造運動による海盆底の変形の程度や速度とそこに注ぎ

込まれるタｰビダイトの量や堆積速度との間の相対的な

関係あるいは堆積盆の形態･大きさと供給量との間

の微妙な関係に依存しているといえる.弧状列島のよ

うに構造運動による変形の影響が大きく複雑な構造

地形が発達しやすい上に陸上からの堆積物の供給が面

積的にそれほど期待できないところでは海底扇状地形

成の条件はより厳しいと言えるであろう.事実現在

の日本周辺海域の海底地形を傭1致した場合に典型的な

海底扇状地の発達がほとんどみられず北アメリカ大陸

周辺の海底地形と好対照をなしているのはこのような

事情を反映しているものと考えられる.清澄層が古海

底扇状地を形成し得たのは特に多くのタｰビダイト砂

岩の供給が可能な条件が形成されかつ堆積盆と供給

量との間の微妙なバランス条件が満たされたからであろ

う.

11.おわリに

以上厚さ850m前後･長さ20km以上の大きなレン

ズ状の砂質フリッシュを主体とする清澄層を3次元的に

解析することによって現世海洋地質学が提案した海底

扇状地成長モデルと同じよう在堆積様式を全く独力で

導き出すことカミ可能であることを示した.更に現世

海洋地質学では言及できない海底扇状地の初期の堆積

過程についてもスポットを当てることカミできた.今後

清澄層の上にのり主に泥勝ちのフリッシュ型砂泥互層か

らなる安野層の堆積過程についても3次元的在解析を行

う狂らば海底扇状地の成長期につづく後期から末期の

堆積作用の特徴カミ浮き彫りにされるかもしれない.
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